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研 究 所
?
報
1959.4～1960.11一
・〈学 会及 び研究 会報告〉
※日本フランス語学会
(59年11月7日於関西日仏会館)
「理論言語学のために」 堀 井 令以知
※美夫君志会(於 愛知学芸大学)
「防人歌の音韻について」(60年5月8日)
津之地 直 一・
「万葉集における2種 の 『こそ』について」
(7月m日)
中 出 惇
「大伴旅人私論」(日 月13日)津 之地 直 一・
※関西社会学会(5月28,29日於神戸大学)
「都市の社会階層」 川 越 淳 二
※中部地方総合史学研究会
(10月1日於愛知大学名古屋校舎)
「徳川中期における尾州i内 市場の成 立 に つ い
て」 森 靖 雄
※史学会日本史部会(11月6日於東京大学)
「尾州常滑城主水野監物家の新史料紹介」
信長文=10通外について一
鈴 木 泰 山
〈現 地 調 査〉
(A)三河一宮村東才原古墳発掘調査
浅若 ・歌川所員は名大澄田助教授指導のも
とに学生10数名と共に59年8月一宮村上長屋
字新屋所在の占墳一・基を発掘調査。
(B)遠江浜名郡条里遺構の調査
歌川所員は59年10月,60年3月の二回に亘
り遠江浜名郡の条里遺構の調査を行つた。
(C)大聖寺 ・宝鏡寺の御所ことば文献資料調査
60年1月。調査員堀井所員。
・(D)三河一宮の古墳発掘調査
60年3月25日宝飯郡一宮村東部小学校校庭
において古墳時代の一住居趾を完全に発掘調
査。また同校裏の工事現場において縄文晩期
に属するカメ棺とコシキを発見。調査員浅若
所員。
・(E)三河一宮の条里制遺構調査
5月初旬浅若所員は宝飯郡一宮村字大木田
面における条里制遺構が耕地整理のため破壊
せられつsあ るに際に,こ れを調査。 ま た
「一宮村の曙」と題するパンフレットを刊行。
(F)伊勢湾周辺学術綜合調査研究
鈴木(泰)所 員は8月25日より4日間伊勢
湾周辺学術綜合調査団員として渥美半島一帯
に渉る仏教史調査にあたつた。歌川所員その
他も同行参加。
(G)志摩漁村の実証的研究
8月26日より1週間三重県鳥羽市国崎町へ
現地調査。川越 ・島本 ・牧野 ・森各所員及び
後藤(愛 知学芸大学)・ 中田(名古屋大学)
両氏の6名 が参加。
(H)豊橋市石巻西川町吉祥古墳群の調査
浅若 ・歌川所員は60年6月より8月の間,
3回に亘り西川町吉祥古墳群を調査 し,名大
澄田助教授指導のもとに同8月 学生10数名と
1週間の間,現 地に滞在してその1基 を発掘
調査。
(1)蒲郡天桂院文書調査
9月28,29日。調査員鈴木(泰)所 員。
(J)刈谷市樗厳寺調査
10月28日。調査員鈴木(泰)所 員。
(K)西尾張地方の産業発達史調査
56年より引き続き調査,調 査員森所員。
(L)遠江における条里調査
5月より8月の間,歌 川所員は数回遠江天
竜川流域,都 田川流域,袋 井町附近の条里制
遺構の現地調査を行つた。
(M)三重県尾鷲市九鬼町株制度並びに家族制度調
査
59年8月,60年8月,10月,森所員は玉城
教授 ・村長助教授と共同調査。
(N)三重県三重郡菰野町菰野財産区入 会 権 調 査
60年8月,森所員は黒木教授と共同調査,
明治期以前の史料取扱いを分担。
(0)三州南設楽郡出沢村滝川家所蔵文書調査
10月23日,浅若 ・久曽神 ・近藤 ・島本 ・森
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の各所員は,出 沢村(現 在愛知県新城市内)
滝川家所蔵の旧庄屋及び代官文書を調査し,
兼ねて旧出沢城趾附近一帯の史蹟などを見学
した。
(P)近世史料取扱講習会及び都内占文書類保管施
設の見学調査
11月8日から18日まで,歌 川 ・森両所員は
文部省史料館主催の標記講習会に出席,引 き
続き21日まで,文 部省史料館及び旧三井文庫
・内閣文庫 ・水産庁水産資料館 ・国立国会図
書館上野分館 ・徳川林政史研究所 ・金沢文庫
・大東急記念文庫 ・その他の施設における史
料保管 ・取扱状態を見学調査。
<著書 論 文》(「 』は著書,「 」は論文)
○川越淳二所員
「都市家族の存在形態」フィロソフィアNo.39
0久 曽神昇所員
r日本歌学大系 別巻1』 風間書房(59年6月
刊)
「俊成本古今和歌集と研究』未刊国文資料刊行
会(59年8月刊)
『三十六人集』塙書房(60年1月刊)
『古今和歌集成立論 資料篇 上』風間書房(60
無3月 刊)
r古今和歌集成立論 資料篇 中』風間書房(60
年9月 刊)
○歌川学所員
「遠江浜名郡における条里制の遺構」愛知大学
文学論叢21輯(60年9月刊)
○近藤恒次所員
『新訂三河国宝飯郡誌』愛知県宝飯地方史編纂
委員会(60年7月二刊)
○鈴木泰山所員
r国民生活史研究」 第四巻 伊東多三郎 編 中
「曹洞禅の弘布とその外獲者」(60年10月刊)
○津之地直一所員
「万葉集訓義私按=二題」一 振痛袖乎 ・垣盧鳴
の孜一 美夫君志No.1(59年12月)
「世中常如と半手不忘の訓義」美夫君志No .2
(60年9月)
「完了の助動詞 『り.9と『く』語法」同上
「万葉集語法概説30～49」三河アララギNo.
65～84毎号(59年4月～60年11月)
○堀井令以知所員
「尼門跡の音声言語 生 活 資 料」(共 筆)人 文
No.11(59年11月)
「ラングとパロールの理論」言語研究No.3τ
(60年3月)
「階層と言語意識」民間伝承No.24Vo!.2
(60年3月)
「フランスの言語地理学」広島大学方言研究年
報No,3(60年6月)
その他
〈古文書解 読講 習会〉
本研究所は一般の地方史研究者の要望に応えてr
下記の要項により豊橋市教育委員会との共催で近
世文書の解読を中心とした講習会を開催 した。
日時 昭和35年8月22～25日午後1時 ～4時
場所 豊橋市公民館
講師 久曽神昇,近 藤恒次,川 越淳二,島 本彦
次郎,歌 川学,見 城幸雄,森 靖雄
参加者は55名に達し,連 日熱心な質問討議が行
われ,多 大の成果をおさめた。参加者の要望 もあ
つて,本 研究所では今後毎年この種の講習会を開
催する予定である。
〈昭和35年度研究所組織〉
所 長
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歌 川 学
久 曽 神 昇
近 藤 恒 次
鈴 木 泰 山
津 之 地 直 一
堀 井 令 以 知
森 靖 雄
川 越 淳 二
堀 井 令 以 知
<所 員 会 議》
60年3月20日所員会議を開催,井 森所長の転出
に伴い,久 曽神所員の所長就任を決定,更 に本年
度本学大学院を終えた森靖雄君を本研究所助手 と
することを決定した。
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